


５ 研究の視点と学習の手立て 

（１） 市教研体育部の研究主題 

 

 

（２） 研究の視点と手立て 

 

 

  ＜手立て＞ 

 ○児童の実態に合わせた学習過程の工夫 

   実態調査の結果から、本学級の児童は自己の記録に挑戦することに楽しさを感じている児童が多いこと

がわかった。しかし、ただ自己の記録に挑戦するよりも、目標とするタイムがあったほうが主体的に自己

の記録に挑戦できると考える。そのため、「めやす記録（４０ｍ走のタイム＋０．２×ハードルの台数）」

を掲示していく。また、本学級の実態として自己の課題を具体的に考えることを苦手としている児童が多

い。また、スピードに乗ってハードルを走り越せなかったり、高く跳び越えてしまったりする児童も多く

いる。そこで本単元では、ねらいを「自己の記録に挑戦して楽しむ」の一つに絞って指導していく。さら

に、ハードルをリズミカルに走り越すために必要な技能は多くあるが、その中でも下の図に示した部分に

指導内容を絞って指導していきたい。 

 

 

 

 

 

 

   内容としては、「第１ハードルを全力で走り越す」ことと、「振り上げ足をまっすぐに振り上げる」こと

を重点指導項目として指導していく。そうすることで、なかなか自分の課題を具体的に考えることを苦手

している児童でも、課題解決学習に取り組みやすくしていきたい。また、児童の技能も高まりやすくなる

と考える。 

   さらに、毎時間つながる運動では、「全力１２ｍ走」と「振り上げ足の練習」を行っていく。単元におけ

る重点指導項目をつながる運動でも意識させることによって、より２つの動きが身に付きやすくなるので

はないかと考える。 

○指導内容の細分化 

   本学級の児童は、自己の能力にあった課題を設定したり、自己に必要な技能が何かを考えたりすること

に苦手意識を感じているのが実態である。そこで、重点指導項目をより細分化し、自己の能力に合った課

題を設定できるようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯にわたって健康を保持増進し、運動に親しむ子どもを育てる体育学習 

視点１ 課題を見付け解決できる学習過程の工夫と指導内容の明確化 

重点指導項目場面 



重点指導項目 細分化した内容 

第１ハードルを全力で走り越す ・歩数を合わせて決まった足で走り越す。 

・踏切位置を遠くにする。 

・トップスピードで走り越す。 

振り上げ足をまっすぐに振り上げる ・振り上げ足をまっすぐ振り下ろす。 

・振り上げやすいように遠くから踏み切る。 

・振り上げ足を伸ばす。 

下記の指導内容については、児童の実態に合わせて掲示していく 

抜き足 ・つま先は横に向ける。 

・膝を胸に引き付け、前にもってくる。 

空中姿勢 ・上体を倒し、振り上げ足を反対の手で触るようにする。 

・「前に前に」の意識をもたせ、目線は次のハードルに向けるよ

うにすることで、上体が左右にぶれないようにする。 

 

  

＜手立て＞ 

 ○積極的にかかわり合う機会を増やすための工夫 

  前述したように本学級の実態として、教え合いや励まし合いが「誰とでもできる」と答えた児童が少ない

ことから、練習では、同じ場ごとでアドバイスをするようにしていく。そうすると、お互いの課題がわかっ

ているため、見る視点ができ今までアドバイスをし合う経験が少ない児童でも、アドバイスがしやすくなる

と考える。また、ハードル走の難しさには、自分の運動の様子を客観視することが難しいという点があると

思われる。そこで、練習の場にギガタブを設置し、「タイムシフトカメラ」を使って自分の運動を見ることが

できるようにしておく。そうすることで、自分の運動の様子がわかり課題を把握しやすくなると考える。さ

らに、映像を見ながら積極的にかかわり合いが行われるのではないかとも考える。 

  また、本単元では、タイム測定時に基本５人１組のグループを編成し、単元を通して同じグループで学習

に取り組めるようにしていく。なぜかというと、ハードル走のタイム測定を行ううえで、役割分担をしたほ

うがスムーズに学習が進むと考えるためである。そして、グループ内の仲間の課題や、単元を通しての成長

がわかりやすくなり、かかわり合いが増えることも考えられる。かかわり合う機会を増やすために、グルー

プの中の役割分担では、アドバイスをする人を設け、「第１ハードルを全力で走り越す」や「振り上げ足をま

っすぐに振り上げる」についてどうだったかを必ずアドバイスするようにしていきたい。 

【ハードル走タイム計測時役割分担 図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ さらに運動が楽しくなるかかわり合いの工夫（人、ものとのかかわり合い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 走者 

⑤ スターター ② 計測者 
③ 補助者 ④ 補助者 

・①～⑤の順番で動いていく。 

・計測者は必ず走者にアドバイスをするようにする。 

・補助者はインターバルを変えたり、ハードルを直したりする。 

スタート ゴール 



６ 単元の目標 

 （１）ハードル走の行い方を理解するとともに、自己の記録の伸びや目標とする記録の達成を目指したり、

友達と競走したりしながら、ハードルをリズミカルに走り越えることができるようにする。  

                            （知識及び技能） 

 （２）自分の力に合った課題をもち、課題解決のための練習方法や場を選んだり、自己や仲間の動きの変化

や伸びを見付けたり、考えたことを他者に伝えたりすることができるようにする。                           

（思考力、判断力、表現力等） 

 （３）ハードル走に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、仲間の考えや取組を認めた

り、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。 （学びに向かう力、人間性等） 

 

７ 評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

 次の運動の行い方を理解して 

いるとともに、その技能を身に 

付けている。 

・ハードルをリズミカルに走り

越えることができる。 

・自己の能力に適した課題の解

決の仕方、競走や記録への挑

戦の仕方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えている。 

・運動に積極的に取り組もうと

し、約束を守り助け合って運

動をしようとしていたり、仲

間の考えや取組を認めようと

していたり、場や用具の安全

に気を配ったりしている。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①ハードル走の行い方を知って

いる。 

②第１ハードルを決めた足で踏

み切って走り越えることがで

きる。 

③スタートから最後まで、体の

バランスをとりながら真っ直

ぐ走ることができる。 

④インターバルを３歩または５

歩で走ることができる。 

①自分の力に合った課題をも

ち、課題解決のための練習方

法や場を選んでいる。 

②自己や仲間の動きの変化や伸

びを見付けたり、考えたこと

を他者に伝えたりしている。 

 

①ハードル走に積極的に取り組

もうとしている。 

②学習の仕方や約束を守り、仲

間と助け合おうとしている。 

③場や用具の安全に気を付けて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 学習の道すじと評価計画 

 １ ２ ３ ４（本時） ５ 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

４５ 

オリエンテーシ

ョン 

・学習内容の確認 

・場や用具の準備

や片付けの仕方 

・安全について 

・手本の確認 

・つながる運動 

・タイム計測 

場の準備・準備運動・つながる運動 

 

知・技  ② ③ ④ ① 

思・判・表   ① ② ② 

態度 ③① ②    

 

９ 指導計画 

 学習内容と活動 教師の指導・支援○・評価◇ 

は
じ
め 

オリエンテーションをする 

○学習のねらいを理解し、学習の進め方につ

いて見通しをもつ。 

○学習の仕方やマナー、安全について理解す

る。 

○映像資料を見て、ハードルをリズミカルに

走り越えるためのポイントを理解する。 

○つながる運動のポイントや行い方を確認す

る。 

○役割分担を確認する。 

 ○タイム計測を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の見通しがもてるように資料を見せながら話

したり、安全に行うための方法を実際に見せたり

しながら指導する。 

○拡大掲示にハードルのポイントを記入し、全体で

共通理解していく。 

○タイム計測は、ハードルに対しての恐怖心を和ら

げるために、フレキシブルハードルを使って行

う。 

○インターバルは５．５ｍ、６ｍ、６．５ｍを用意

する。 

◇ハードル走に積極的に取り組もうとしている。 

【態度①】 

◇場や用具の安全に気を付けている。  【態度③】 

 

 

タイム計測の仕方 

・４０ｍハードル走 

・台数は４台 

・全てフレキシブルハードル 

・高さは下から２番目 

まとめ 

学習のねらい 

自分の課題に合った練習の方法や場を選択し、自分の記録に挑戦して

楽しむ。 



な
か
（
２
～
５
時
間
目
） 

１ 学習の場づくりをする 

 

２ 準備運動をする 

 ○ストレッチ 

 ○つながる運動 

  ・全力１２ｍ走 

 

 

 

 

  ・振り上げ足の練習 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の課題に合った練習の方法や場を選択

し、練習する 

 ○第１ハードルを全力で走り越す 

  ・歩数を合わせて決まった足で走り越す 

 

 

 

 

 

・踏切位置を遠くにする 

 

 

 

 

・トップスピードで走り越す 

 

 

 

 

 

 ○振り上げ足をまっすぐに振り上げる 

・振り上げやすいように遠くから踏み切る 

 

 

 

 

・線上に振り上げ足をまっすぐ振り下ろす

ようにする 

 

 

 

 

 

 

 

○特に使用する部位を意識させながら、教師が主体

となって行う。 

○全力１２ｍ走では、スタートから第１ハードルま

での間を全力で走る感覚が身に付くようにする。 

○第１ハードルの位置に、フレキシブルハードルを

置き、踏み切る動作も意識できるようにする。 

○振り上げ足の練習では、振り上げ足をまっすぐに

振り上げ、まっすぐ下に振り下ろす感覚が身に付

くようにする。 

 

 

 

 

 

○第１ハードルまで何歩で到達するかを数えさえ、

いつも同じ歩数になるように意識させる。 

○第１ハードルの振り上げ足が変わってしまう児童

には、スタートで踏み出す足を逆にするように助

言する。 

 

 

 

○できる限り遠くから踏み切ることを意識させるた

めに、第１ハードルの手前に線を引いておく。 

○同じ場で練習する人同士で、踏切位置を伝え合う

ように声をかける。 

○第１ハードルまでをトップスピードで走り越すた

めに、１台目のハードルをミニハードルにする。 

◇第１ハードルを決めた足で踏み切って走り越える

ことができる。       【知識・技能②】 

 

 

○できる限り遠くから踏み切ることを意識させるた

めに、ハードルの手前に線を引いておく。 

○振り上げ足をまっすぐに振り下ろすことを意識さ

せるために、レーンの中央に線を引いておく。 

○振り上げ足を伸ばすことを意識させるために、ハ

ードルに足形を付け、そこを足の裏で蹴るように

指導する。 

○同じ場で練習している人同士で、踏切位置を伝え

合ったり、線上に足を振り下ろせているかを見合

ったりするように伝える。 

 

  

１・２・３・４・５・

６・７・８・９！ 

９歩、左足で踏み切

るようにする！ 



・足形を足裏でけるようにして、振り上げ

足を伸ばす 

 

 

 

 

○試しの場で実際に走ってみる 

 

 

４ 自分の記録に挑戦して楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習の振り返りをする 

 

 

６ 後片付けをする 

○場に１台ギガタブを設置し、タイムシフトカメラ

で動画を撮影することで、自分の課題を把握しや

すくする。 

○上手に走り越えることができている児童を紹介

し、ポイントが全体に広まるようにする。 

○試しの場では、普通のハードルを置いておき、走

りきることができるか確認できるようにする。 

◇ハードル走の行い方を知っている。 

               【知識・技能①】 

◇自分に合った課題をもち、課題解決のための練習

方法や場を選んでいる。【思考・判断・表現①】 

 

○計測者は走者に、良い点や課題を必ず伝えるよう

にする。 

◇スタートから最後まで、体のバランスをとりなが

ら真っ直ぐ走ることができる。【知識・技能③】 

◇インターバルを３歩または５歩で走ることができ

る。            【知識・技能④】 

◇自己や仲間の動きの変化や伸びを見付けたり、考

えたことを他者に伝えたりしている。                          

【思考・判断・表現②】 

 

○めあてが達成できたかを確認する。 

○次時のめあての見通しをもたせる。 

 

○協力して安全に、片付けるように声をかける。 

ま
と
め 

学習のまとめをする。 

○ ハードル走の行い方を知るとともに、ハードルをリズミカルに走り越えることができたか。 

○ 自己の能力に適した課題の解決の仕方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え

ることができたか。 

○ ハードル走に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしようとしていたり、仲間の考えや

取組を認めようとしていたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイム計測時役割分担 

・走者 ・計測者 

・補助者（２人） ・スターター 

※グループごとに役割をローテ

ーションしていく。 

 




